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研究成果の概要：バキュロウイルスが宿主遺伝子と相同な分子（宿主ホモログ）を持つことは 
知られていたが、それを体系的に調べた研究はなかった。本研究では、カイコゲノム情報を利

用してバキュロウイルスの宿主ホモログをゲノムワイドに同定した。また、個々の遺伝子につ

いてジーンターゲティングを用いて遺伝子機能を解析し、宿主制御への関与を明らかにした。 
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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農学・応用昆虫学 
キーワード：バキュロウイルス、遺伝子の水平移動、宿主制御 
 
１．研究開始当初の背景 
バキュロウイルスをはじめとする昆虫ウイルスが

宿主である昆虫の遺伝子を取り込んで、それを改

変・利用していることは古くから知られている。

例えば、キチナーゼは、宿主昆虫においては脱皮

時の古いクチクラを分解するために利用されてい

るが、バキュロウイルスはこれを改変し、ゲノム

上に自身のプロモーターで発現調節することによ

って、感染個体の死後溶解や分子シャペロンとし

て機能させることを実現している。このような遺

伝子は数多く存在すると考えられるが、宿主であ

る昆虫ゲノムの解読が遅れていたため、配列情報

を利用した網羅的な同定は不可能であった。2004

年に日本と中国が独立にカイコゲノムの解読に成

功し、2007年にはそれらの統合が行われた。つま

り、本研究開始時には、宿主ホモログのゲノムワ

イドな同定が可能になっていた。 

 
２．研究の目的 
チョウ目昆虫として初めてゲノム解読が行われた

カイコとそのバキュロウイルスであるカイコ核多

角体病ウイルス（BmNPV）を用いて、バキュロウイ

ルスがコードする宿主ホモログを初めてゲノムワ

イドに同定する。また、同定された宿主ホモログ

の遺伝子機能をジーンターゲティングを用いて解

析し、バキュロウイルスの宿主ホモログを用いた

宿主制御メカニズムを解明する。 

 
３．研究の方法 
カイコゲノム情報を利用して、バキュロウイルス

の宿主ホモログを網羅的に同定した。そのうち、

BmNPV ゲノムに存在する遺伝子に関しては、ジ
ーンターゲティングによって変異型ウイルスを作

成し、その性状を明らかにした。興味深いフェノ

タイプを示す遺伝子に関しては、個々に研究を深

化させた。 
 
４．研究成果 
最新のカイコゲノム情報を用いて、カイコに感染

するバキュロウイルスであるカイコ核多角体病ウ

イルスの遺伝子産物と相同性のあるカイコ遺伝子

を探索した。その結果、15個の遺伝子が、カイコ
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遺伝子と相同性があることが判明した。それらの

機能解析を行うため、この 15個の遺伝子を個々に
欠損したウイルスを相同組み換えにより作成した

ところ、9 個の遺伝子がウイルスの増殖には必要
ではない遺伝子であることがわかった。しかしな

がら、これらの遺伝子はカイコにおける病原性と

関連することが判明し、宿主ホモログによる宿主

制御機構の一端が明らかになった。また、他の 37
種のバキュロウイルスにコードされている宿主ホ

モログも同定した。これらの結果から、バキュロ

ウイルスは多様な遺伝子群をその宿主に対応して

獲得しており、それらは宿主—ウイルス間の特異
的な関係、すなわち宿主特異性に大きくかかわっ

ている可能性が示唆された（文献 5）。 
 さらに宿主ホモログのうち、繊維芽細胞成長因

子（FGF）、カテプシン、SNF2に関しては詳細な
機能解析を行った。その結果、FGFは宿主の血球
細胞のケモタキシスに関与するが、宿主のMAPK
カスケード非依存的であること（文献 4, 7）、カテ
プシンの発現は FP25K、プロセシングは糖鎖付加
によって制御されること（文献 1, 2）、SNF2が病
原因子として働くことを明らかにした（文献 3）。 
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